
 

 

 

 

 

 

 

 

南部地区職業教育拠点校の新設に係る校名案について 

 

  南部地区において，柴田農林高等学校，大河原商業高等学校を再編統合し，令和

５年４月に現在の柴田農林高等学校の敷地内に開校する新しい職業教育拠点校の校

名案を下記のとおり選定しました。 

 なお，校名は，県立学校条例の改正により正式に決定されます。 

 

記 

１ 校名案 

  「(仮称)宮城県
みやぎけん

大河原
おおがわら

産 業
さんぎょう

高等
こうとう

学校
がっこう

」 

 

２ 選定理由 

    「大河原」は新しい学校の所在地を示し，「産業」は，当該学校が全体として

「地域ブランドの確立」に取り組み，地域振興へ貢献すること，農業，商業，企

画デザインそれぞれの専門学科の特色をいかし，６次産業化を軸とした学科間連

携による先進的な産業教育を目指すという学校の特色を表している。  

大河原町内の高校を統合して，生徒達の新たな学びの場として開校する高校に，

ふさわしい名称であると判断したものである。  

 

３ 検討経過 

令和２年１２月から令和３年６月までの間に，学校関係者等による「校名等選

考委員会」を２回開催し，校名について公募も行った上で検討を行った。 

  その検討結果を踏まえ，教育庁内の「県立学校校名選定委員会」において，検

討及び協議を行い，校名案を選定した。  
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  南南部部地地区区職職業業教教育育拠拠点点校校のの概概要要    
 

１ 開校時期等  令和５年４月開校。現在の柴田農林高校敷地内に設置 

２ 再編統合の内容 

 

３ 基本理念 

（１）学校として目指すもの 

・学校全体で『地域ブランドの確立』に取り組み，地域振興へ貢献 

・大学や地域等と連携した課題研究を軸とした教育課程を編成し，主体的・協働的学びを実践 

・学科の特色をいかし，６次産業化を軸とした学科間連携による先進的な産業教育の展開 

（２）育成する生徒の力 

・将来のスペシャリストとして必要な思考力・判断力・表現力をもち，それらの能力を生涯 

にわたって発揮できる力 

・専門分野の課題研究などの教育活動を通して，主体的かつ仲間と協働して学ぶ力 

・地域の産業・社会と連携し，自ら課題を設定し，解決する力 

・郷土を誇りに思い，地域貢献を通して自己実現を達成する力 

・他分野と連携して，地域の産業・社会を担う力 

 

４ ３学科連携のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南部地区職業教育拠点校

柴田農林高校

大河原商業高校

　○　入学定員　１学年６学級　２４０名

　　　・農業系学科　　　２学級

　　　・商業系学科　　　３学級

　　　・企画デザイン科　１学級

　○　令和５年度に１年生のみで開校

　○　柴田農林，大河原商業は令和６年度末に閉校

野菜，果樹，動物， 

森林，草花，造園に 

関する分野など 

農業系学科 

マーケティングに関する

分野，ビジネス経済分野，

ビジネス情報分野， 

会計分野など 

商業系学科 

企画デザイン科 

商品企画開発や商品化に向けた企画デザインな

ど，付加価値の高い商品・作品（もの）づくり，

宣伝広告等印刷物に関するグラフィック及び

Web デザインなど 

・各学科の特色をいかした連携 

・６次産業化を軸とした先進的な産

業教育 

・地域ブランドの確立 

・グローカルな教育活動 


